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　第 2 ・ ３回市民協働チームミーティングを実施しました。
　
　第３回目では、 実際に市内で活躍されている市民活動団体の
方をお招きし、 現場の生の声を聴きました。

　今回からミーテイングを進行するファシリテーターをく
じで決めます。 くじは本日の講師の一人である岩崎
崇さんにひいて頂き、 今回は市民課の越智さんと下
水道課の野澤さんがファシリテーターを務めました。

　モルタルアートのイベントや企画やカフェの運営をと
おして地元のまちづくりに関わる「はやき風株式会社」
代表の岩崎崇さんにもご講演いただきました。 次世
代の子供たちが誇れる活気あるまちづくりへの熱い思
いが伝わってきました。

――communication――
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活動事例紹介 「NPO 法人ポンテ」

―――learning―――
学び

　市民協働チームメンバーで 「NPO 法人ポンテ」 の
会員でもある市民課の小松さんに、 地域課題に取り
組んだ事例としてオーガニック直売所事業について発
表してもらいました。 「それぞれの弱みを互いに補完し
合って強みに変えることが課題解決への糸口」 という
言葉が印象に残りました。

ワークショップ
――workshop――

　「市民協働推進チームに入った理由」 と 「チームでやってみたいことや興味があること」 について、 意見を
交換しグループごとに発表しました。 デジタルマップの作製など実用的なものや、 「さくら市でブラタモリ」 など
ユニークなものもたくさん紹介されました。
　可視化し共有する作業を通して、 個々の考えを整理するとともに、 協働チームメンバーそれぞれの意見や
考えを知ることができました。

活動事例紹介 「はやき風株式会社」

グループごとに意見交換

　2 人組を作り互いにインタビューをし合い、 その結果
得られた情報をもとに、 自分のパートナーを参加者
全員へ紹介するミニゲームを行いました。 制限時間
30 秒は意外と短いと感じました。 また、 お互いの意
外な一面を知ることができました。

―――input――― 

　第２回のミーティングでは、 栃木県主催男女共同参画スキルアップ講座のファシリテーション講座に参加し
ました。 さくら市内外の男女共同参画推進委員と交流しながらファシリテーション（会議進行力）の基礎を
学ぶことが出来ました。

◇市職員がさくら市について知らないという言葉にハッとさせられた。
◇市民の求めるもの、 さくら市に足りないもの、 必要なものを知るため、
もっとさくら市について知りたいと感じた。 フィールドワークが必要！
◇チームのやりたいこと、 興味があることが共有できて良かった。
◇今回のグループワークのように、 それぞれの持っている考えを共有し、
点と点をつなぐようにすることでチームとしてやりたいことが見えてくると感じた。

～ 2 回目～

グループ発表男女共同参画社会について考える

私たちの気づき

～３回目～

グループ発表
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【問】 総合政策課市民活躍推進係

　
Q 地域と協働で活動するにあたり心掛けておくことは？
　A 立場が違う相手を理解し、 お互いをリスペクトし合うことが必要。
市民からすると行政との間に壁があると感じるため、 無理だと感じても
話は受け止めること。
Q 良い協働の発想法について教えて欲しい。  
　A 各々が常に意見や課題を点として理解し頭の中に持ち続けることで、
点と点同士がつながり良いアイディアが生まれる。
Q 行政に求めるものは？
　A 職員がさくら市のことを知らないと感じることもあるので、 もっとさくら市（場所 ・ 会社 ・
人）について知ってほしい。

――sharing――

岩崎　崇さん

共有

～市民活動団体へ質問～

～夢ジャムセッション in さくら～


